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ごあいざ ＝つ

と
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
す
べ
て

の
村
民
の
皆
様
に
幸
多
か
れ
と
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
「
未
（
ひ
つ
じ
）
年
」
で

あ
り
ま
す
が
、
六
十
年
前
の
ひ
つ
じ

年
だ
っ
た
昭
和
十
八
年
は
、
子
ど
も

た
ち
に
は
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ

ま
で
は
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
に
、
ガ
マ
ン
を
押
し
付
け
、
そ
し

て
ア
ッ
ッ
諸
島
玉
砕
、
学
徒
出
陣
、

山
本
五
十
六
元
帥
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で

の
戦
死
と
い
う
、
砿
部
の
「
筋
道
な

き
玉
砕
戦
法
と
暴
走
」
で
第
二
次
世

界
大
戦
も
敗
色
濃
厚
と
な
っ
て
い
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
政
策
論
議
も
、
将
来
展
望

も
な
い
ま
ま
、
「
い
ま
良
け
れ
ば
」
と

い
う
風
潮
の
中
で
、
四
町
村
の
合
併

明
け
ま
し
て
お
け
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 ダ

ブ
ル
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
が

出
て
も
、
景
気
が
良
く
な
る
き
ざ
し

が
見
え
な
い
日
本
１
．

何
が
メ
デ
タ
イ
の
か
わ
か
ら
な
い

け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
新
し
い
年
に
期

待
を
込
め
て
。

健
康
日
本
一
の

村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

■
■
■
■
■
凪
■
５
口
日
日
■
日
■
■
■
Ｕ
ｌ
ｌ
ｐ
ｒ
且
■
■
Ｂ
■
■
１
１
１
画
１
８
日
８
９
Ｉ
Ｈ
Ｉ
０
■
８
８
０
０
日
Ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
刈
咀
四
Ｊ
■
ｕ
ｑ
紐

あ
り
き
で
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
耳
を

貸
さ
ず
に
、
法
定
協
へ
と
急
ぐ
、
こ

の
地
域
の
町
村
合
併
と
似
た
様
相
を

呈
し
て
い
る
こ
と
に
、
私
は
歴
史
の

皮
肉
な
め
ぐ
り
あ
わ
せ
を
感
ず
る
の

で
あ
り
ま
す
。

不
完
全
燃
焼
の
ま
ま
の
町
村
合
併
、

将
来
に
悔
い
を
残
さ
な
い
た
め
に
も

限
ら
れ
た
時
間
と
土
俵
の
中
で
、
最

善
、
最
良
の
努
力
を
し
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

「
右
も
左
も
真
っ
暗
ヤ
ミ
じ
ゃ
ご

ざ
ん
せ
ん
か
」
と
鶴
田
浩
二
は
歌
い
、

人
気
ポ
ッ
プ
ス
タ
ー
の
桑
田
佳
祐
も

こ
れ
ま
で
の
「
み
ん
な
元
気
か
－
」

か
ら
「
み
ん
な
死
ぬ
な
よ
－
」
と
呼

び
方
を
変
え
る
ほ
ど
「
せ
ち
辛
い
」

時
世
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
我

が
村
で
は
「
し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」

が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
二
年
間
で
約

五
千
万
円
も
医
療
費
が
下
が
り
、
そ

し
て
診
療
所
も
平
成
五
年
か
ら
九
年

連
続
で
黒
字
経
営
を
続
け
る
な
ど
明

る
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。

た
そ
が
れ
は
人
々
を
瞑
想
の
世
界

へ
と
誘
い
「
燃
え
る
夕
日
は
や
が
て

太
陽
と
な
る
ｌ
：
。
。
」
と
い
う
理
念

を
掲
げ
て
、
夕
日
と
癒
し
を
テ
ー
マ

■

に
取
組
ん
だ
こ
の
四
年
間
ｃ
特
養
ホ

ー
ム
の
誘
致
、
保
健
と
医
療
を
家
庭

に
出
前
す
る
「
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
実
施
や
一
日
二
食
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
。
し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館
、
モ
ー

林
公
園
や
お
祭
り
広
場
の
建
設
を
は

じ
め
、
安
東
氏
の
栄
華
を
偲
ぶ
歴
史

の
回
廊
「
東
日
流
館
橋
」
の
建
設
の

ほ
か
、
保
育
園
や
小
学
校
の
統
合
、

相
内
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
の
着
工

な
ど
、
「
ゆ
と
り
と
風
格
の
あ
る
マ

チ
づ
く
り
」
を
着
実
に
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
年
度
に
は
、
さ
ら
に
「
健
康
と

長
寿
」
と
い
う
こ
の
人
類
永
遠
の
テ

ー
マ
に
挑
戦
す
べ
く
、
保
健
・
福

祉
・
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し
て

事
業
費
約
六
億
四
千
万
円
で
村
民
健

康
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
「
ニ
ギ
ニ

ギ
体
操
」
の
全
村
普
及
や
「
し
～
う

ら
ん
ど
海
遊
館
」
の
有
効
活
用
を
図

り
な
が
ら
健
康
日
本
一
の
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
進
む
こ
と
と
し
て
お
り
、

ま
た
総
事
業
費
約
十
五
億
円
、
三
年

計
画
で
生
活
ゴ
ミ
の
処
分
場
も
今
年

十
月
頃
に
は
着
工
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。下

水
道
整
備
事
業
は
十
三
、
相
内

地
区
の
供
用
開
始
に
続
い
て
、
今
年

は
脇
元
、
磯
松
地
区
の
測
量
調
査
、

実
施
計
画
な
ど
行
い
、
平
成
十
六
年

度
に
事
業
着
工
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
待
望
の
十
三
湊
新
漁
港

建
設
に
つ
い
て
も
、
四
月
十
日
に
は

（

安
全
祈
願
祭
を
実
施
し
、
事
業
の
本

格
着
工
に
入
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

ま
た
今
年
は
観
光
立
村
二
十
周
年

と
上
ノ
国
町
と
の
友
好
町
村
締
結
十

五
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ

た
っ
て
い
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ

の
ご
協
力
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。財

政
が
厳
し
く
て
も
、
公
共
事
業

が
た
た
か
れ
て
も
村
の
振
興
発
展
と

村
民
の
「
健
康
と
い
の
ち
」
を
守
る

た
め
に
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
全
知
全
能
を
結
集
し
て
や
り

ぬ
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

二
－
一
世
紀
に
入
っ
て
三
年
日
に

な
り
ま
す
が
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ

な
い
激
動
、
激
変
の
連
続
で
あ
り
、

二
十
一
肚
紀
は
ま
さ
に
変
革
の
世
紀

で
も
あ
り
、
海
図
な
き
航
海
と
は
こ

う
し
た
こ
と
を
云
っ
て
い
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

と
す
れ
ば
こ
の
苦
難
の
時
代
、
自

分
の
心
の
中
に
も
羅
針
盤
を
持
つ
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
」

と
い
う
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

次
々
誕
生
し
て
い
ま
す
が
。
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
何
で
も
行
政
へ
で
は
な

く
、
こ
の
村
の
た
め
に
自
分
た
ち
は

何
が
で
き
る
か
と
い
う
、
新
し
い
発

想
と
行
動
力
の
も
と
に
光
輝
あ
る
年

に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
期
待
し
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協

力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

依
然
と
し
て
経
済
の
低
迷
が
続
き

日
本
社
会
全
体
が
底
冷
え
し
て
い
る

情
勢
の
中
で
、
昨
年
の
歴
史
的
な
出

来
事
と
し
て
、
小
泉
首
相
が
日
本
の

首
相
と
し
て
初
め
て
、
近
く
て
遠
い

国
で
あ
り
不
正
常
関
係
に
あ
っ
た
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）

へ
、
半
世
紀
以
上
の
年
月
を
経
て
訪

朝
し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
歴
史

に
残
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
と
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
と
の
間
に

は
、
拉
致
事
件
等
を
含
め
問
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
が
、
政
府
及
び
諸

活
動
団
体
等
の
努
力
に
よ
り
拉
致
事

件
の
被
害
者
五
人
が
二
十
四
年
ぶ
り

に
無
事
帰
国
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故

郷
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

凸
Ｐ

一…

I

則

日
日
Ｎ
Ｈ
１
１
６
咀
沮
用
１
回
可
Ｉ
ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
旧
可
１
９
日
■
９
旧
凹
ｆ
Ｂ
Ｉ
胴
・
１

日
本
国
民
に
と
っ
て
非
常
に
喜
ば
し

い
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
迎
え
た
年
は
、
長
引
く
不

況
に
よ
り
、
当
村
の
財
政
状
況
に
も

反
映
さ
れ
、
相
当
厳
し
い
財
政
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
が
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
、
商

工
業
や
観
光
資
源
の
開
発
、
更
に
は

教
育
環
境
や
少
子
・
高
齢
化
時
代
に

向
け
て
の
対
応
な
ど
、
課
題
が
山
積

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
議
会
と

し
て
も
的
確
に
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
判

断
し
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る
村
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
組
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
政
府
が
進
め
て
い

る
平
成
の
市
町
村
合
併
は
、
地
方
分

権
等
に
よ
る
行
政
改
革
や
財
政
基
盤

強
化
の
た
め
に
も
避
け
て
は
と
お
れ

な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

政
府
は
、
当
初
の
目
標
ど
お
り
市

町
村
合
併
の
ス
タ
ー
ト
を
、
平
成
十

七
年
四
月
一
日
か
ら
行
う
櫛
え
に
は
、

変
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
昨
年
は
、
最
重
要
課
題

で
あ
っ
た
合
併
の
枠
組
み
を
選
択
す

住
民
の
一
Ｔ
ズ
を
判
断
し
、

艤
力
あ
る
村
づ
く
り
を

る
正
念
場
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
合

併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
合

併
問
題
百
人
委
員
会
か
ら
の
意
見
、

更
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
意
見

交
換
等
を
集
約
し
な
が
ら
再
三
に
渡

っ
て
村
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、

合
併
の
枠
組
み
の
選
択
肢
を
慎
重
に

協
議
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

北
部
二
町
二
村
に
よ
る
法
定
協
識
会

へ
の
移
行
を
決
め
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
市
町
村
合
併
に
関
す
る
問
題
は

山
積
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
村
民
各
位
の
ご
理
解
あ
る
ご
協
力

と
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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▲平成14年度成人式18人が大人の仲間入り▲総合健診「1日ドック」で村民840人が受診

》
一

一
一

年
も
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
一

二
○
○

．

年
塞
三
真
”
で
振
戊
返
る

二
年
ハ
イ
ラ
イ
ト
。
一
ヲ▲冬季アジア大会マスコット｢ウィン太<ん｣が来村 ▲市町村合併問題100人委員会を設置

6回の全体会を開催しました

‐
６
月
一

○
相
内
・
太
田
地
区
で
虫
送
り
開
催
。

○
十
三
湊
・
壇
林
寺
跡
発
掘
調
査
が
始
ま
る
。

○
四
国
民
舞
輪
の
会
と
交
流
会
。
（
コ
ミ
セ
ン
）

○
二
○
○
三
ア
ジ
ア
冬
季
競
技
大
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
村
。

○
市
町
村
合
併
問
題
百
人
委
員
会
第
二
回
全
体
会
を
開
催
ｃ

（
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
）

７
月
一

○
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
の
全
国
大
会
「
十
三
湖
レ
ー
シ
ン
グ

二
○
○
二
」
開
催
。
（
十
三
湖
特
設
会
場
）

○
市
町
村
合
併
問
題
百
人
委
員
会
第
三
回
全
体
会
を
開
催
。

（
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
）

○
十
三
湊
遣
跡
・
壇
林
寺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
を
開
催
ｃ

圖○交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
○
○
○
日
を
達
成
。

圓○白
鳥
ま
つ
り
開
催
Ｃ

Ｏ
第
三
回
セ
ー
フ
テ
ィ
剛
事
業
の
百
万
円
の
報
償
金
が
一
‘
本
町

納
税
組
合
Ａ
チ
ー
ム
」
に
決
定
。

○
第
五
回
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催
ｃ
ヨ
ミ
セ
ン
）

圓○市
町
村
合
併
問
題
百
人
委
員
会
を
設
置
。

○
村
収
入
役
に
山
田
勝
明
氏
を
再
任
。

○
津
軽
北
部
地
方
合
併
協
議
会
設
置
協
定
書
に
調
印
（
金
木

町
・
中
里
町
・
市
浦
村
・
小
泊
村
）

Ｏ
市
浦
小
学
校
で
統
合
後
初
め
て
の
卒
業
式
。

○
市
浦
村
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。

ｏ
広
報
し
う
ら
縮
刷
版
を
刊
行
。

圓圓○村
元
富
弥
さ
ん
（
磯
松
）
が
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
賞
。

Ｏ
海
岸
清
掃
活
動
が
評
価
さ
れ
、
金
木
高
校
・
市
浦
分
校
に
全

国
海
岸
協
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
。

○
平
成
十
四
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
二

十
四
億
三
千
四
百
万
円
。

○
一
日
ド
ッ
ク
（
総
合
健
診
）
で
村
民
八
百
四
十
人
が
受
診
。

Ｏ
毎
週
土
暇
日
を
休
み
と
す
る
完
全
学
校
週
五
日
制
が
始
ま
る
。

Ｏ
村
友
会
議
を
開
催
。
（
市
浦
村
役
場
）



(5)広報‘うち

▲十三湊遣跡・壇林寺跡発掘調査▲8月11日の集中豪雨で｢豪雨災害対策本部｣を設置。被害額は約2億2千万円に達する

鰯 雲；灘
qm

q，､‘$
Ⅱ
Ⅱ
１
１
“
９１

画も

卜

遥
歴
Ⅳ

▲

～-

▲道の駅「十 ▲相内の虫送り湖高原まつり」▲相内・坊様踊りとねぶたまつり
三三

▲脇元岩木山神社大祭 ▲総合防災訓練を実施▲十三の砂山まつり・御輿運行

圓○市
浦
村
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
。
（
脇
元
地
区
）

ｏ
脇
元
岩
木
山
神
社
大
祭
。
（
脇
元
地
区
）

ｏ
平
成
十
四
年
度
敬
老
会
開
催
。
（
コ
ミ
セ
ン
）

○
県
民
体
育
大
会
。
（
五
所
川
原
市
）

圏 ８
月圏○市

町
村
合
併
枠
組
み
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
賜
歳
以

上
）
を
実
施
。

○
第
二
十
三
回
あ
す
を
ひ
ら
く
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
。
言
ミ
セ
ン
）

○
平
成
十
四
年
度
市
浦
村
褒
賞
受
賞
式
に
お
い
て
五
人
を
表
彰
。

（
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
）

Ｏ
第
宝
十
三
回
保
健
・
医
療
・
福
祉
共
同
計
画
会
議
開
催
。

（
コ
ミ
セ
ン
）

○
総
合
落
成
式
典
を
挙
行
。
言
ミ
セ
ン
）

○
関
東
地
区
ふ
る
さ
と
市
浦
会
交
流
会
東
京
都
で
開
催
。

圖○市
町
村
合
併
問
題
百
人
委
員
会
第
五
回
全
体
会
を
開
催
。

（
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
）

Ｃ
市
町
村
合
併
問
題
百
人
委
員
会
第
六
回
全
体
会
を
開
催
。

（
コ
ミ
セ
ン
）

○
市
町
村
合
併
に
関
し
村
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
ｃ
合
併
の

枠
組
み
は
二
町
二
村
に
。

○
八
月
十
一
日
の
集
中
豪
雨
で
「
豪
雨
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
。

○
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
。

○
第
五
十
七
回
青
森
県
民
体
育
大
会
で
体
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
が

優
勝
。

○
第
五
回
道
の
駅
十
三
湖
高
原
ま
つ
り
開
催
。

Ｃ
十
三
の
砂
山
ま
つ
り
開
催
。
（
十
三
地
区
）

○
相
内
・
坊
様
踊
り
と
ね
ぶ
た
ま
つ
り
開
催
。
（
相
内
地
区
）

Ｏ
新
や
ま
な
み
バ
ス
運
行
。

○
ふ
る
さ
と
探
見
ツ
ァ
ー
に
首
都
圏
か
ら
二
十
四
人
が
参
加
ｃ

ｏ
平
成
十
四
年
度
成
人
式
を
挙
行
。
新
成
人
十
八
人
が
大
人
の

仲
間
入
り
。
ヨ
ミ
セ
ン
）

Ｏ
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
（
コ
ミ
セ
ン
）

○
子
牛
品
評
会
開
催
ｃ
「
き
よ
か
み
」
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
。

（
実
取
牧
場
）

○
市
町
村
合
併
問
題
百
人
委
員
会
第
四
回
全
体
を
開
催
。

（
あ
す
な
る
ホ
ー
ル
）



広報しうる（6）

調雷集計結果ロ

－稗例一

に到匂ア

低域含捌とに測匡獅合伽か猶拡
①アンケート調査用紙配付者数

②アンケート調査用紙回収者数

③アンケート回収率

2，552人

2,223人

87．10％

11月に18歳以韮の住民を対象に行ったイ．｢市

町村合併に関するアンケー‘卜調査］の結果がま

とまりましたので、お知らせ,いた.します。今回

のアンケー|､調査にぱ主に合併の枠組みを問う

‐.内容となっており、集計の結果「二町二村の合併」

､’,と《[五所川原市を含めた広域合併」が拮抗する

という結果となり、回答者の意見がわかれました。

‐今回のアンケート調査の回収率は87:10％で

した。みなさんのご協力ありがとうございました‘

１
１
ｌ

■（

①男

②女

③不明（未回答）

人
人
人

９
７
７

２
６
２

０
１

１
１

－－－－

I年齢別回答者数｜

①18．19歳42人

②20歳代229人

③30歳代250人

④40歳代334人

|地区別回答苣数’人
人
人
人

０
８
８
２

７
４
２
２

３
４
５

１竺
巨

代
代
肚
細

歳
歳
歳
月

０
０
０
８

５
６
７
不

⑤
⑥
⑦
⑧

人
人
人

３
１
３

９
９
６

８
１
３

欄内
田
元

相
太
脇

①
②
③

人
人
人

２
２
２

５
０
２

２
５

１竺
国回昧

松
三
明

磯
十
不

④
⑤
⑥

(あなたは市町村合併するとすれば、次のうちどれが適当だとおもいますか｡）
（

①五所川原市を含めた広域合併1,055人（475％）

②金木町、中里町、市浦村、小泊村1,069人（481％）

③その他41人(18%)

④未回答58人（2．6％）

【その他回答の合併パ9－ン】

西郡 7人 4町村十車力5人 小泊市浦3人 大々的な 3人

小泊・市浦

車力・鰺ケ沢
青森市 2人 胄森か弘前 2人 県全域 2人

2人

4町村十車力

稲垣
金木中里・市浦2人 新田十市浦 2人 北郡・西郡・東郡1人

2人

市浦・車力

鰺ケ沢
青森市と津軽半島1人 西北地区 1人 北郡 1人

1人

柏稲垣車力

市浦1人
車力・木造・市浦1人 市浦・車力 1人 中里・市浦 1人

アジグー‘ﾄ回収率

性別回答者数

9‐』註.0，F，
一 ■ し ■ 「 〃 Ⅱ .日一コ ■ 彗者数



(7) 広報しうら

0歳代回答】

①
五所川原市を含めた
広域合併

115人 46.0％

②
金木町・中里町。
市浦村・小泊村

117人 46.8％

③ その他 7人 2.8％

④ 未回答 11人 4.4％

250人 100．0%

0歳代回答】

①
五所川原市を含めた
広域合併

162人 48.5％

②
金木町・中里町．

市浦村・小泊村
159人 47.6％

③ その他 6人 1．8％

④ 未回答 7人 2.1％

334人 100．0%

0歳代回答】

①
五所川原市を含めた
広域合併

175人 47.3％

②
金木町・中里町．
市浦村・小泊村

179人 48.4％

③ その他 7人 1．9％

④ 未回答 9人 2.4％

370人 100.0%

0歳代回答】

①
五所川原市を含めた
広域合併

233人 52.0％

②
金木町・中里町．
市浦村・小泊村

205人 45.8％

③ その他 4人 0.9％

④ 未回答 6人 1.3%

448人 100．0%

0歳以上回答】

①
五所川原市を含めた
広域合併

237人 44.9％

②
金木町・中里町．
市浦村・小泊村

272人 51.5%

③ その他 7人 1.3%

④ 未回答 12人 2.3％

582人 100.0％

※次ページに続く

Q.「あなたは市町村合併するとすれ

ば、次のうちどれが適当だと思い

ますか」という質問に対して、「男

女別結果」・「年代別結果」・「地区

別結果」を分析してみました。

【男女別結果・男】

①
五所川原市を含めた
広域合併

512人 49.8％

②
金木町・中里町。
市浦村・小泊村

474人 46.1%

③ その他 21人 2.0％

④ 未回答 22人 2.1%

1,029人 100．0%

【男女別結果・女】

①
五所川原市を含めた
広域合併

542人 46.4％

②
金木町・中里町．
市浦村・小泊村

582人 49.9％

③ その他 20人 1.7％

④ 未回答 23人 2.0%

1,167人 100.0%

【年代別結果18．19歳回答】

①
五所川原市を含めた
広域合併

20人 47.6％

②
金木町・中里町．
市浦村・小泊村

21人 50.0％

③ その他 1人 2．4％

④ 未回答 0人 0.0％

42人 100.0%

0歳代回答】

①
五所川原市を含めた
広域合併

110人 48.0％

②
金木町・中里町．
市浦村・小泊村

110人 48.0％

③ その他 9人 3.9％

④ 未回答 0人 0.0％

229人 100．0%



広報乙うら（8）

【地区別結果相内・桂川地区】

① 五所川原市を含めた広域合併 494人 55.3％

望
③
面

金木町・中里町・市浦村・小泊村 364人 40.8％

その他 14人 1.6%

未回答 21人 2.4％

893人 100.0%

【太田地区】

① 五所川原市を含めた広域合併 65人 34.0％

②
｜
③
｜
④

金木町・中里町・市浦村・小泊村 122人 63.9％

その他 3人 1.6％

未回答 1人 ().5％

191人 100.0%

【脇元地区I

① 五所川原市を含めた広域合併 179人 49.3％

②金木町

③その他

④未回答

金木町・中里町・市浦村・小泊村 178人 19．0％

その他 3人 0.8％

3人 ().8％

363人 100.0%

【磯松地区】

①
｜
②
｜
③
｜
④

五所川原市を含めた広域合併 105人 41．7％

金木町・中里町・市浦村・小泊村 141人 56.()％

その他 1人 ().4％

未回答 5人 2.0％

252人 100.0%

【十三地区】

① 五所川原市を含めた広域合併 208人 41．4％

ｐ
Ｌ
ｈ
と
④

金木町・中里町・市浦村・小泊村 260人 51.8％

19人その他 3.8％
－

3.()％未回答 15人

502人 '00．0％



』ふ

う今広報乙(9)

十
二
月
二
日
、
青
森
あ
す
な
る
ホ

ー
ル
市
浦
で
、
第
五
回
市
町
村
合
併

問
題
百
人
委
員
会
（
伊
南
忠
雄
委
員

長
）
全
体
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
全
体
会
は
、
昨
年
十
一
月
に
十

八
歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に
実
施
し

た
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
の
報
告
と
、
合
併
に
関

す
る
意
見
交
換
を
行
う
た
め
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
伊
南
委
員
長
が

「
県
内
の
市
町
村
合
併
の
動
き
も
活

発
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
百
人

委
員
会
と
し
て
様
々
な
意
見
を
交
わ

し
て
き
た
。
こ
の
委
員
会
と
し
て
の

意
見
を
村
、
議
会
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き
出

席
し
た
委
員
に
市
町
村
合
併
担
当
者

か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
に
つ
い

て
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
〔
ア
ン

詞
．

市
町
村
合
併
問
題
で
活
発
な
意
見
交
換

市
町
村
合
併
問
題
百
人
委
員
会
第
５
回
全
体
会

似
優
勝
し
た
梶
浦
さ
ん

4

ケ
ー
ト
集
計
結
果
は
六
～
八
ペ
ー
ジ

掲
載
一

意
見
交
換
で
は
、
出
席
委
員
か
ら

「
二
町
二
村
（
金
木
、
中
里
、
市
浦
、

小
泊
）
の
合
併
協
議
会
の
情
報
は
協

議
会
独
自
の
広
報
な
ど
で
流
れ
て
く

る
が
、
五
所
川
原
市
を
含
め
た
広
域

合
併
の
情
報
が
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
こ

な
い
。
」
、
「
合
併
に
関
し
て
は
、
ま

だ
ま
だ
議
論
が
不
足
し
て
い
る
。
町

内
会
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
し
、
膝

を
交
え
た
話
合
い
が
必
要
」
、
「
百
人

委
員
会
と
し
て
の
方
向
付
け
は
、
五

十
一
月
三
十
日
、
第
十
二
回
村
民

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、
ア
イ
ビ
ー
ボ

ウ
ル
柏
で
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
十

九
人
を
含
む
、
村
民
五
十
一
人
が
参

加
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

三
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
で
順
位
を
競

っ
た
大
会
で
は
、
各
選
手
と
も
好
ゲ

ー
ム
を
展
開
し
、
接
戦
と
な
り
ま
し

た
が
、
三
ゲ
ー
ム
と
も
安
定
し
た
ス

コ
ア
（
得
点
）
を
残
し
た
梶
浦
瑞
穂

さ
ん
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

梶
浦
さ
ん
は
「
家
族
で
時
々
ポ
ウ
リ

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
心
地
よ
い
汗

第
帽
回
村
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

所
川
原
を
含
め
た
広
域
合
併
と
い
う

こ
と
で
大
勢
を
占
め
て
い
る
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
二
町
二
村
の
合
併

が
上
回
っ
て
い
る
。
枠
組
み
の
決
定

は
慎
重
に
」
な
ど
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
、
優
勝

で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

大
会
は
年
々
盛
り
上
が
り
を
み
せ

て
お
り
、
今
回
は
過
去
最
高
の
参
加

者
と
な
り
ま
し
た
。
体
協
ボ
ウ
リ
ン

グ
部
の
新
岡
寿
行
部
長
は
「
今
後
も

よ
り
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
を
い
た
だ
い
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

を
貸
し
切
る
く
ら
い
の
大
会
に
し
た

い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

▲町村合併について活発な意見交換
を行った100人委員会

各
種
工
事
の
完
成
を
祝
う

公
共
事
業
総
合
落
成
式蝋

十
一
月
二
十
一
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
村
公
共
事
業
総
合
落

成
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

落
成
式
に
は
、
村
、
県
、
工
事
関

係
者
ら
百
三
十
人
が
出
席
。

高
松
村
長
の
式
辞
に
続
き
、
工
藤

助
役
が
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十

四
年
度
ま
で
行
っ
た
、
各
種
工
率
の

工
事
経
過
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
青
森
県
知
事
（
代
理
）
を
は
じ
め
、

津
島
雄
二
、
木
村
太
郎
衆
議
院
議
員
、

山
崎
力
参
議
院
議
員
（
い
ず
れ
も
代

・

理
）
の
祝
辞
に
続
き
、
浜
田
春
士
副

議
長
の
音
頭
に
よ
り
万
謹
一
・
唱
を
行

い
工
事
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
工
事
に
対
す
る
用
地
提

供
者
・
工
事
関
係
者
に
村
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

海"山｡湖一中雌訓螂｡伽まち･しうら－

市浦村公共事業総合落成記念式典
.,､ロー■■ﾛ一一

▲高松村長が式辞

▲万歳三唱を行い工事の完成を祝う
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十
二
月
十
九
日
、
市
町
村
合
併
に

関
し
、
村
議
会
全
員
協
議
会
を
開
き
、

市
浦
村
が
進
む
べ
き
市
町
村
合
併
の

枠
組
み
を
協
議
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
に
は
、
村
議
十
二
人

全
員
が
出
席
。
合
併
の
枠
組
み
に
つ

い
て
、
「
二
町
二
村
（
金
木
町
、
中

里
町
、
市
浦
村
、
小
泊
村
）
の
合
併

で
行
く
べ
き
」
、
「
法
定
協
議
会
移
行

を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
。
五
所
川
原

市
を
含
め
た
広
域
合
併
を
目
指
す
べ

き
」
と
各
議
員
か
ら
の
意
見
も
二
つ

二
町
二
村
で
法
定
協
議
会
へ

村
議
会
全
員
協
議
会

に
割
れ
ま
し
た
。
し
か
し
最
後
に
商

松
村
長
が
「
法
定
協
議
会
へ
の
移
行

を
急
ぐ
必
要
は
な
い
が
、
市
浦
村
と

し
て
、
法
定
協
議
会
へ
の
移
行
の
是

非
を
問
わ
れ
た
ら
同
調
す
る
」
と
い

う
考
え
を
示
し
閉
会
し
た
。

村
で
は
、
昨
年
六
月
に
市
町
村
合

併
問
題
百
人
委
員
会
で
「
五
所
川
原

市
を
含
め
た
広
域
合
併
を
目
指
す
べ

き
」
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
て

い
ま
す
。
一
方
、
昨
年
十
一
月
に
行

っ
た
合
併
の
枠
組
み
に
関
す
る
ア
ン

謝
謝
謝
謝
謝
謝
謝
謝
謝
謝
謝
勢

騰
樵
樵
驚
樵
驚
臘
幣
驚
驚
礁
礁

、
一
↓

宝

＝｜

。

’
1

，

ケ
ー
ト
調
査
結
果
一
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
結
果
六
ペ
ー
ジ
～
八
ペ
ー
ジ
｝
で

は
、
「
二
町
二
村
の
合
併
」
が
若
干

で
は
あ
る
が
「
五
所
川
原
市
を
含
め

た
広
域
合
併
」
を
上
回
る
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

高
松
村
長
は
、
住
民
、
議
会
の
意

向
を
最
終
集
約
し
、
「
五
所
川
原
市

を
含
め
た
広
域
合
併
の
考
え
に
は
変

わ
り
は
な
い
が
、
次
善
の
策
と
し
て

二
町
二
村
の
友
好
を
考
え
た
上
で
総

合
的
な
高
度
の
判
断
」
と
し
な
が
ら

も
、
「
苦
渋
の
選
択
で
あ
る
。
法
定

協
議
会
移
行
後
も
五
所
川
原
市
を
含

め
た
広
域
合
併
を
視
野
に
入
れ
る
こ

と
を
呼
び
か
け
て
い
く
。
」
と
し
て

い
ま
す
。

一

闇
・
〃

職
１

脚
Ｉ
噛
昌
量
．
、

鰯
剛
；■

。‐~一・qﾛロ■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■ﾛ■■■ロー~一－や一一一幽
一廷一一一一

＊▲20年間の｢広報しうら」を収録樵
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◎
補
正
予
算
関
係

ｅ
平
成
十
四
年
度
市
浦
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
）
ほ
か
四
件
。

◎
追
加
さ
れ
た
主
な
事
業

☆
あ
お
も
り
施
設
農
業
補
助
金
追
加

三
百
六
十
八
万
二
千
円

☆
県
営
相
内
地
区
ほ
場
盤
術
負
担
金

追
加

九
百
五
万
六
千
円

☆
議
員
報
酬
、
四
役
給
料
等
減
額

百
四
十
万
三
千
円

☆
職
員
給
与
等
改
定
減
額
二
般
会

計
分
）

九
百
三
万
円

☆
介
護
保
健
事
業
保
険
給
付
費
の
追

加
等

二
千
五
百
四
十
四
万
八
千
円

◎
報
告
関
係

．
専
決
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
条
例
関
係

平
成
十
四
年
市
浦
村
議
会
第
四
回

定
例
会
は
、
十
二
月
九
日
か
ら
十
三

日
ま
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
や
村
特

別
職
の
給
与
等
や
、
職
員
の
給
与
に

関
す
る
一
部
改
正
条
例
な
ど
十
四
議

案
を
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
し
ま
し

た
。

雪幸
◎
一
般
質
問

三
和
孝
治
議
員
、
三
和
均
議
員
、

福
井
俊
美
議
員
の
三
氏
が
行
い
、
次

の
こ
と
を
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

▼
三
和
孝
治
議
員

①
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

②
除
排
雪
対
策
に
つ
い
て

③
介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

▼
三
和
均
議
員

①
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

②
農
業
問
題
に
つ
い
て

③
し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館
に
つ
い
て

▼
福
井
俊
美
議
員

①
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

②
ゴ
ミ
焼
却
施
設
に
つ
い
て

．
市
浦
村
報
酬
額
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

，
市
浦
村
特
別
職
の
職
員
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

，
市
浦
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
お
よ
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

，
市
浦
村
一
般
峨
貝
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

，
市
浦
村
議
会
議
員
期
末
手
当
支
給

条
例
の
一
部
改
正

◎
そ
の
他

，
村
営
土
地
改
良
事
業
（
十
四
年
災
）

の
施
行
に
つ
い
て

，
公
有
水
而
の
埋
立
て
に
つ
い
て

◎
意
見
書

，
森
林
・
林
業
・
林
業
活
性
化
を
求

め
る
意
見
群
一
件
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私
が
こ
こ
市
浦
に
来
て
か
ら
、
あ

っ
と
い
う
間
に
二
年
と
四
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
二
○
○
○
年
十
一
月
の

オ
ー
プ
ン
以
降
、
私
た
ち
は
多
く
の

人
と
出
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

二
年
前
に
は
皆
さ
ん
の
多
く
の
方
が

「
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
？
温
泉
と
は
違
う
の
か
？
」
と
思

わ
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。
今
で
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど

の
方
が
海
遊
館
は
「
運
動
す
る
と
こ

ろ
」
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
こ
ろ
」

一一ー亨一一…q埠匿＝ 一

二
○
ｇ
一
扉

今
年
の
ラ
ー
マ

し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館

支
配
人
高
梨
三
千
尋

元気かい涌信
し18ぐ

-蕊
囑
ー

墨

「
ぬ
る
い
海
水
の
入
っ
た
ブ
ー
ル
に
水

着
を
着
て
入
る
と
こ
ろ
」
く
ら
い
の

知
識
は
持
っ
て
い
た
だ
け
た
か
と
思

い
ま
す
。
海
遊
館
の
最
も
重
要
な
役

割
と
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維

持
・
増
進
で
す
。
こ
れ
は
こ
の
先
も

ず
っ
と
変
わ
る
こ
と
な
の
な
い
テ
ー

マ
で
す
。
鍛
近
、
会
員
の
皆
様
か
ら

「
お
か
げ
さ
ま
で
膝
が
よ
く
な
っ

た
」
「
腰
が
病
ま
な
く
な
っ
た
」
「
体

が
締
ま
っ
た
」
な
ど
の
声
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
こ
れ
は
海
遊
館
を
自
慢

し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
宣
伝

し
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
声
を
聞
き
私
た

ち
は
ホ
ッ
と
す
る
の
で
す
。
ち
ゃ
ん

と
役
割
が
は
た
せ
て
い
る
の
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
満
足
は
で
き

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
の
使
命

一

鴬
可

P

鑑
一
一
一

』 一一＝弓 －毛

窪
酒
編
転
学
．

』
一
ゞ
諦
蕊
尋
酔
、
、

一

我
を
し
な
い
よ
う
に
体
調
管
理
を
無

理
な
く
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
し

か
も
、
楽
し
く
・

病
気
や
怪
我
を
し
て
か
ら
で
は
元

気
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
、
通
う
こ
と

が
た
い
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
そ
れ
も
で
い
い
か
ら
通
っ
て
く

だ
さ
い
。
水
着
が
恥
ず
か
し
い
と
思

っ
て
い
る
皆
さ
ん
。
そ
ん
な
の
皿
分

で
慣
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
に
入
れ

ば
体
は
見
え
ま
せ
ん
。
ご
安
心
を
！

「
あ
そ
こ
は
寒
く
て
ま
い
ね
。
風
邪

を
引
い
て
し
ま
う
。
」
と
い
う
あ
な

た
。
そ
れ
は
，
あ
な
た
の
抵
抗
力
・

免
疫
力
が
弱
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
会
員

の
皆
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
利
用
し

て
い
ま
す
。
特
に
風
邪
の
引
き
始
め

に
は
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

は
村
全
体
を
含
め
た
健
康
管

理
で
す
か
ら
、
村
民
の
一
部

の
方
に
健
康
や
快
適
性
を
提

供
す
る
だ
け
で
は
本
来
の
目

的
を
達
成
し
た
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
一
度
も
来
た
こ
と

の
な
い
方
も
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
「
週
二
回
・
一

時
間
」
で
い
い
の
で
通
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
防
医
学
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
で
き
れ
ば
元
気
が
あ

る
う
ち
に
通
っ
て
病
気
や
怪

す
。
し
か
も
、
皮
膜
効
果
と
い
う
バ

リ
ア
ー
で
体
を
覆
わ
れ
る
の
で
温
泉

よ
り
さ
め
に
く
い
の
で
す
。
温
泉
と

は
違
い
ま
す
の
で
ゆ
っ
く
り
一
時
間

く
ら
い
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
い
う
よ
う
に
、
海
遊
館
の
今
年

の
テ
ー
マ
は
皆
さ
ん
に
通
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
元
気
を

取
り
戻
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
以
前

か
ら
一
‐
元
気
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
し
た
が
、
最
近
よ
う
や
く

元
気
の
大
切
さ
・
パ
ワ
ー
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
元
気
が
あ
れ
ば
と
に

か
く
楽
し
い
。
元
気
が
あ
れ
ば
物
事

が
調
子
よ
く
運
び
ま
す
。
ま
た
、
元

気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
ま
す
ｃ
そ

ん
な
元
気
な
自
分
の
た
め
に
海
遊
館

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
ス
タ
ッ
フ
が

皆
さ
ん
を
元
気
で
迎
え
ま
す
。

心盃
I

W>フォメーション，
1月より「1○ヶ月継続サービス」を再開します。

1○ケ月継続して入会すると2ヶ月分の会費が無料

サー ビ ス さ れ ま す。タラソテラピーのような自然

療法 は継続することで効果力ご現れます。皆さん海

遊館でお待ちしています。また－会員の方 は 会 員

特別割引にて人気のオフ°ションフ｡口グラムをご利

用いただけます。

ノ一J■』△
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110番は、警察への緊急通報用電

話番号で、交通事故や泥棒、ケン

カなど緊急に通報しなければなら

ない場合に利用します。

この110番制度は、昭和23年から

導入され、県民の安全な暮らしを

守るため欠かすことのできない制

度として定着してきています。

その一方で「間違い電話」や「い

たずら電話」が多く、そのため回

線が塞がり､、1分1秒を争う緊急

事態の通報が掛かりにくくなるこ

とがあります。また、「こんな事

で110番していいんだろうか？」と

ためらったり、せっかくかけても、

慌てていて通報の内容が正しく伝

わらなかったことも少なくありま

せん。

そこで、警察では、110番の仕組

みや機能、公衆電話や携帯電話か

らかける場合の注意事項などにつ

いて、県民の皆さんによく理解し

ていただくために、昭和61年から

毎年1月10日を「110番の日_｜と定

めて、110番の正しいかけ方や積極

的な利用を呼び掛けています。

110番は、県内のどこの地域から

かけても、青森市にある警察本部

の通信指令課につながり、直ちに、

無線指令で最寄りの警察署のパト

カーや交番、駐在所の警察官が現

場に急行する仕組みになっていま

すc

警察本部では、l1幡通報に迅速、

的確に対応するために、110番通報

があった場合、一つの事案に対し

て、受理担当と無線担当が二人ひ

と組で対応しています。

1．何があったのか？

2．どこで？

3.いつ？

4．犯人は？

5．どんな状況か？

6.あなたの名前、電話番号？

を順番にお聞きしますので、落ち

着いてはっきり話してください。

通報内容を聞いている間に無線

指令が発せられ、目標めざしてパ

トカーが現場に急行します。

さらに、通信指令課では、ファ

ックス110番を設置し、耳や言葉に

障害をお持ちの方から文書による

110番通報も受付ています。

ファックス番号は、017-722-0110

（通称「第二の110番」）ですので

ご利用くださいc

また、携帯電話やPHSから110

番通報する場合は、

・現場を離れない（現場の状況、

場所を詳しく説明できる）

・移動しながら話さない（電波状

態により途中で切れてしまう）

・通報後は電源を切らない（警察

から電話を掛け直すことがある）

等に注意してください。

緊急性のない一般的な困りごと

相談や警察に対する意見・要望な

どは、警察本部の警察総合相談電

話017-735-9110(プッシュ回線

＃9110）や最寄りの警察署・交番・

駐在所などをご利用ください。

*事件･事故緊急ダイヤル110番＊110番は緊急電話相談ごとは＃9110

歩、毎t Wj ャzj

1消防髻力lらの弱廟画】今年も<火の用心＞
新年あけましておめでとうございます。

今回は、火災予防の普及に用いられる「火の用心」
についてお伝えします。

「火の用心」という言葉を最初に使ったのは、徳川
家康の家来であった、本多作左衛門重次とされていま
す。

天正12年(1584年）彼は、小牧山の戦場から妻に送
った陣中便りで、「一筆啓上、火の用心、お仙泣かす
な、馬肥やせ」という一節を書いています。

「火の用心」という言葉が、現在も使われているの
は、火災予防のPRはこの一言に尽きるといえるから
です。

更に、これほど端的に人の心をとらえて火災予防を

的確に言い表した言葉は他にないのではないでしょう
か。

このことから本多作左衛門重次という人は、火災予
防運動の先駆者であったともいえます。

今年も雪の降る寒い季節になり、雪で道路も狭くな
ります。消火栓、防火水槽付近への違法駐車は絶対や
めましょう。また雪を捨てるのもやめましょうc

肖
、
『
〃
〃 防 ● ネ ツ ト ワ ■■■■■■ ク 火事と救急・救助は119番
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I住宅金融公庫からのお知らせ］ 1 ご存知ですかノ検察審査会）
交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪の被害にあい、

警察や検察庁に訴えたが、検察官がその事件を起訴

してくれない。このような不満をお持ちの方のため

に、検察審査会があります。

お気軽にご相談ください。賀用は無料で、秘密は

固く守られます。

しお問い合わせ

〒036-8356弘前市大字下白銀町7番地

青森地方裁判所弘前支部内

弘前検察審査会事務局

公0172-32-4321（内線350）

住宅金融公庫の住宅ローンをご返済中で、最近の

不況に伴う失業や収入の減少などで返済にお困りの

方に対しては、次のようなご返済方法の変更を実施

しています。

①返済期間の延長（最長10年）
②元金据置期間の設定（最長3年）

③元金据置期間中の金利引下げ

お取扱い期間は、平成15年3月末までです。

＊詳細については、住宅金融公庫東北支店（念022-

227-5003）又は現在ご返済中の金融機関までお問

い合わせ下さい。
、 、

I
且
凶所川原税務署からのお知らせ緒年金説明会についてのご案内》五

平成14年分の確定申告時期も間近となりました。

税務署では、次の日程で収支内訳書や確定申告書の

◎白色事業所得者のための収支内訳書・申告書作成説

明会

【営庶業所得者】

書き方について説明会を開催しますので、ぜひ、ご

出席ください。

◎年金所得者に対する確定申告説明会

’
平成15年2月6日嗣
(午前･午後2回開催）

①午前10時～
②午後1時30分へ

五所川原市
｢中央公民館」

※平成14年分の収入が「公的年金のみの方」が対象ですc
票のほか別途持参していただく瞥類等がありますので、
お尋ねください。

◎住宅借入金等特別控除申告説明会

源泉徴収
税務署に

※税務署から送付された収支内訳1M
さい。

【農業所得者】

確定申告書を持参して〈だ

五所川原市
｢中央公民館」

※平成14年分の収入が「給与所得のみで住宅借入金等特別控除だけ
を受ける方」が対象です。控除を受けるための要件と必要な脅類
がありますので、税務鵜にお尋ねください。

＊説明会についてのお問い合わせは、五所川原税務署

個人課税部門にお願いします。（か34-3152）
※税務署から送付された収支内訳洲:．確定巾告糾:を持参してくだ

さい。

、

’

〆

-県内の交通事故概況
II粗続登記はおすみですか周間青森県交通対策協議会

15

(士0）
11月中 年累詩’ 飲酒運転による死者 青森県司法書士会は、2月を「相続登記はおすみ

ですか月間」と定めて、相続登記の大切さを啓発す

る活動月間としております。

そこで、この1カ月間は相続登記に関する相談を

無料で実施いたしますので、お近くの各司法書士事

務所までお問い合わせ下さい。（但し、調査等を要す

る場合は有料となります｡）

しお問い合わせ

青森県司法書士会公017-776-8398

死
者

857fl
(-25）

8,232｜
(-355）

商齢者の死者
～65歳以上の人～

発
生 １

２
２

４
＋ｉ

45
(-7）

自動』に乗耶中の死者
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
状
態

9人
(－2）

96人

(－7）
死
者

23
(-6）

非蒋川死者

1,092人

(-11）
10,405人
(-433）

着用していれば助
かったと思われる人

12

(土0）

()内は対前年比。累計は1月から。速報値のため後日変更することがあI)ます。

開催日 時間 会場

開催日

平成15年1月28日㈹
(午前･午後2回開催）

平成15年1月31日(鋤
(午前･午後2回開催）

時間

①午前10時～
②午後1時30分～

①午前10時～
②午後1時30分～

会場

中里町
｢パルナス」

五所川原市

｢オルテンシア」
開催日 時間 会場

平成15年2月7日㈱
(午前･午後2回開催）

①午前10時～
②午後1時30分～

開催日

平成15年1月30日附
(午前･午後2回開催）

時間

①午前10時～
②午後1時30分～

今
云 場

五所川原市
｢オルテンシア」
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国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
及
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
老

齢
年
金
等
（
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
）
は
、
所
得
税

法
上
「
雑
所
得
」
と
み
な
さ
れ
、
所

得
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
社
会
保

険
庁
・
各
共
済
組
合
）
は
、
所
得
税

が
老
齢
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
年

金
等
を
受
け
て
い
る
年
金
受
給
者
の

方
々
全
員
に
「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
を
作
成
し
、
そ
の
年
の
一

▲
国
民
犀
金
コ
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源
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平搦14刺唄1日〃ら縦湘乱ぼす

TH寺間SOS円
I

▼月
三
十
一
日
ま
で
に
交
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
（
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
課
税
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
源
泉
徴
収

票
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
。
）

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
で
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

保
険
の
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の

方
々
に
平
成
十
四
年
分
の
源
泉
徴
収

票
を
作
成
し
、
平
成
十
五
年
一
月
末

日
ま
で
に
届
く
よ
う
、
平
成
十
五
年

一
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
に
順
次
送

付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

～轍74年72月27日刀Iら適用されてしぼヨー
が
在
荷
き
れ
ま
す

驚倒鷲’
（

薦に:’
一｡－●一ら画一■一こ一■14炉呵炉可炉4炉一炉一弓一守一一●一一一一‐一一炉呵－－毎一＝色一＝一｡ － 合 一 由 一 也 一

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

事
項
は
、
そ
の
年
の
一
年
間
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
総
額
、
社
会
保
険
料

の
金
額
（
介
護
保
険
料
額
）
、
源
泉
徴

収
税
額
及
び
控
除
内
容
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
扶

養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る

方
や
、
年
金
以
外
に
給
与
等
の
所
得

が
あ
る
方
、
ま
た
は
、
公
的
年
金
等

の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控

除
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方
な
ど
は
、

確
定
申
告
（
平
成
十
五
年
三
月
十
五

日
ま
で
住
所
地
を
管
轄
と
す
る
税
務

署
で
受
付
）
の
際
に
、
添
付
書
類
と

し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

今回刀Iら時間額のみと怠りきした

※｢電気機械器具製造業｣には情報通信機械
器具製造業､電子部品･デバイス製造業が
含まれます。

ご相談･お問い合わせ｜
青森労働局賃金室a017－734－4114

五所川原労働墓準監督署冠35－2309

々■■■■●■■■屋■庫醒睡 ■■■ 蜜■■■■■■■町■色■■■■■雛■■■

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
▼
先
日
あ
る
記
事
を
探

す
た
め
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
に

発
刊
さ
れ
た
「
広
報
し
う
ら
縮
刷
版
」

を
開
い
た
。
広
報
し
う
ら
は
、
今
か

ら
四
十
六
年
前
の
昭
和
三
十
二
年
八

月
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
ｃ

そ
の
間
題
字
の
変
更
な
ど
あ
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
▼
現
在
の
題

字
は
昭
和
四
十
七
年
七
月
号
か
ら
使

用
さ
れ
て
お
り
、
題
字
の
作
者
が
当

はたちの献血キtﾌンパーニノ⑤
④
⑥
③

新たに成人式を迎える「20歳(はたち)」の若者を中心に

冬季における献血者の確保を目的として「はたちの献血」

キャンペーンを実施いたします。

「20歳(はたち)」を迎えるみなさん共々たくさんの皆様

の暖かい愛の献血のご協力をよろしくお願いします。

▼はたちの献血キャンペーン期間

平成15年1月1日から平成15年2月28日までの2か月間

▽献血場所

県内を巡回する移動採血車及び青森市、弘前市、八戸市

時
の
広
報
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
川
倉
小
学
校
に
勤
務
の
桜
庭
利
弘

先
生
で
す
。
先
生
は
数
年
前
に
相
内

小
学
校
に
い
た
こ
と
も
あ
り
、
本
村

に
な
じ
み
の
あ
る
方
で
す
」
一
昭
和

四
十
七
年
七
月
号
よ
り
一
と
あ
る
。

題
字
が
変
わ
っ
て
か
ら
今
年
で
三
十

一
年
目
、
第
一
号
発
行
か
ら
四
十
六

年
目
を
迎
え
る
「
広
報
し
う
ら
」
。

手
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
今
年
も
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
村
民
の
み
な
さ
ん
の
情
報
提

供
を
よ
ろ
し
く
お
服
い
し
ま
す
。

（
三
不
）

の各「献血ルーム」

抄はたちの献血キャンペーン
に関するお問い合わせ

役場住民福祉課

健康管理係

窓62-2111（内線34）

ｲ


